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富山県呉束地区にある宇奈月町内山と朝日町烏帽子林道のブナ林の構造とササラダニ類の
組成について調査した。これら2つのブナ林分は,山地型ブナ林より低標高域に成立している
ことと椎成種にアカガシやウラジロガシ，アオハダを含むことから,低地型ブナ林に分類され
た。ササラダニ類の組成を調べた結果，内山林分では54種，烏帽子林道では55種認められた。
このうち内山林分の優占種はツバサクワガタダニ,烏帽子林道の優占種はコンボウイカダニで
あった。これら2種は共に暖温帯林ササラダニ・ファウナに一般的な種であることから，2つ
のブナ林分のササラダニ・ファウナは照葉樹林タイプの特徴を持つと考えられる。
キーワード：低地型ブナ林，ササラダニ類
はじめに
富山県内のブナ林は,標高500mから1500mの山地帯
を中心に広く分布している。しかし,標高500m以下の
低'11帯にもブナ林が分布することを山岡（1960）や佐
藤（1989）が指摘し，佐藤（1994）は富山県内のブナ
林の森林構造を比較した結果，低山帯のブナ林が山地
型ブナ林と異なり，低地型ブナ林として区別できるこ
とを明らかにした。そこで，今回は富山県東部の標高
500m以下に成立しているブナ林の森林構造とササラ
ダニ類について，調べたので報告する。
調査地点および調査方法
烏帽子林道のブナ林は，朝日町笹川から烏帽子山へ
伸びる林道沿いに見られ,標高420m前後の尾根に跨る
ように，北西側及び南東側に成立している。ブナ林の
周囲はスギの植林地で，烏帽子山まで連続している。
尾根上には山地
型ブナ林の構成
種であるゴヨウ
マツの混交が見
られた｡さらに，
痩せた尾根筋に
は亜高山帯要素
のオオコメツツジが生育していることが観察された。
調査区は尾根の南側斜面で，逆谷に向かって林道から
約5m下に設置した（図l）。
内山のブナ林は，宇奈月町内山集落の南側にある八
幡宮の社寺林である。ブナ林の面積は約0.5haで,高岡
市二上山や砺波市市谷の社寺林とほぼ同じ面積であ
る。ブナ林はスギ植林とアカマツ・コナラ林に3方が
囲まれ，東側は社殿のある境内に面している。調査区
は境内から約15m上の南東側斜面に設けた（図2）。
森林構造の調査は方形区法毎木調査で，対象は樹高
2m以上の樹木とした。方形区内に出現する対象木の
名前，位置，胸高直径，樹高,樹冠の大きさを記録し
種多様性指数や基底面積，樹冠面積等を算出した。
土壌動物を採集するための土壌資料の採取は拾い取
り法（青木，1978）によった。すなわち，林床に3×
3mの方形区を設定し，その枠内において土壌ととも
に落葉・落枝・落果・朽木・コケなどを拾い集めてほ
ぼ2ﾘｯﾄﾙとし，これをl資料とした。資料はその日の
内に大型ツルグレン装置に入れ，60W電球を72時間照
射して土壌動物を80％エタノール中に分離・抽出し
た。抽出後，ササラダニ類についてのみホイヤー氏液
で集合プレパラートを作成し，成虫のみ種のレベルで
分類・同定し，成体のみ個体数の算定を行った。
図l朝日町烏帽子のブナ林の調査地点図2宇奈月町内山のブナ林の調査地点
調査結果及び考察
1．森林構造
朝日町烏'帽子林道と宇奈月町内
山，および県内の主なブナ林の森林
構造の概略を表lに示した。朝日町
烏帽子林道のブナ林に出現した樹木
は9種で，種多様性指数はα二3.5と
低い値を示した。また，基底面積は
31．1，2/haで,これまで調査したブナ
林の中では最も小さな値であった。
林床の約l/4の面積に新たな土砂の
堆積が認められたことから，林道を
造成した時に影響を受けたことが基
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表l富山県に分布するブナ林の森林構造概況
出典標高鯛査区斜面方向斜度密度出現種多様度基底面積樹冠面積比
(、）面積(㎡）（・）（N/ha）種数（α）（㎡/ha）（ha/ha）
市町村鯛査地点
<低地型ブナ林＞
朝日町烏帽子林道
宇奈月町内山
小矢部市小白山
高岡市二上山
今回調査
今回調査,高岡高校生物部1990
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佐藤,1989
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底面積の減少につながっていると考えられる。しかし，
樹冠面積はブナ林の平均的な値であるので，林冠に達
する樹木への影響は少なかったと考えられる。樹高
2m以上の出現樹木の基礎データを表2に示した。密
度が最も大きい種はブナ（578/ha）で，全体の28％を
占めた。次いでアカガシ（400/ha）の19％であった。
基底面積ではアカガシが最も多く11.0,2/haで,全体の
35.3％を占めた。第2位のブナは7.1,2/haで,22．9％で
あった。このようにブナと共にアカガシやアオハダが
混生することから，低地型ブナ林と認められる。ただ
し，種多様度と基底面積が低い値を示している点は，
これまで認められてきた低地型ブナ林とは異なってい
る。その原因は林道の開設による影響と考えられる。
宇奈月内山のブナ林に出現した樹木は17種で，種多
様性指数はα二6.3とこれまで調査したブナ林の中では
最も大きな値を示した。基底面積と樹冠面積はそれぞ
れ79.0,2/haと4.2ha/haで,富山県内のブナ林の中では
大きい方であった。樹高2m以上の出現樹木の基礎
データを表3に示した。密度が最も大きい種はブナ
(667/ha）で全体の23％を占めた。次いでアオハダ
(367/ha）の13％であった｡基底面積ではアカマツが最
も多く34．5m'/haで，全体の43．4％を占めた｡第2位は
アカシデでl42nf/ha（18％)，ブナは第3位で12.OITf
/ha（15％）であった｡アカマツの樹冠面積が最も大き
く，0．87ha/haを占めた｡これは樹高20～21mに達する
アカマツの巨木が3本も方形区内に入っているためと
考えられる。ブナやアカシデの最大樹高は18mで，ア
カマツより低い空間にブナやアカシデは枝葉を広げて
いた。ブナとアカシデの樹冠面積は，それぞれ
表2朝日町烏帽子林道のブナ林の基礎データ
密度基底面積樹冠面積
N/ham2/ha％ha/ha％種名
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表3宇奈月町内山のブナ林の基礎データ
密度基底面積樹冠面積
N/ham2/ha％ha/ha％種名
ブナ
アオハダ
マンサク
アカシデ
ソヨゴ
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ネジキ
アカマツ
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アオダモ
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ハウチヮカエデ
コシアブラ
ウワミズザクラ
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表4宇奈月町内山及び朝日町烏帽子林道のブナ林のササラダニ
四調引而諏1号電:翫罰
??
区う ササラダニの学名 電 鍵
Ⅲ
Ⅳ
Ⅵ
Microtritiaminima(BERLESE,1904[1905]）ｶﾝﾄｳﾁﾋﾞｲﾚｺﾀﾞﾆ
XenillusheterosetigerAOKl,1967ﾔﾊｽﾞ サﾗﾀﾏｺﾞ ﾀﾞ ﾆ
Fissicepheusclavatus(AOK1,1959）ｺﾝﾎﾞ ｳｲｶﾀﾞ ﾆ
TegeozetestunlcatusbrevicIavaAOK|,1970ﾂﾊﾞｻｸﾜｶﾞﾀﾀﾞﾆ
Arcoppiaviperoa(AOKI,1959）ｺﾌﾞ ﾋｹﾞ ﾂﾌﾞ ﾀﾞ 二
Goyopplasagami(AOKI,1984）ｻｶﾞ ﾐﾂﾌﾞ ﾀﾞ ﾆ
PergalumnalntermediaAOK1,1963ｱﾗｹﾞ ﾌﾘｿﾃﾞ ﾀﾞ ニ
AlIodamaeustrunsitusAOKl,1984ｲｹﾞ ﾀｽﾈﾅｶｰ ﾀﾞ ﾆ
XeniIIustegeocranus(HERMANN,1804）サ・ﾗﾀﾏゴﾀﾞ ﾆ
SuctobeIbellasinguIaris(STRENZKE,1950）ｺﾝﾎﾞｳﾏﾄﾞﾀﾞ二
GalumnacuneataAOK1､1961ｸｻﾋﾞﾌﾘｿﾃﾞﾀﾞﾆ
Oribotritia(H)sp､1
NippohemlannIaparalleIa(AOK'’1961）
OriPodaPinicolaAOKletOHKUBO，1974
CeratozeteIIaimperatoria(AOKI,1963）
Ceratozetida⑥sp,2
AnBchipteria”andisAOKl，1961
ﾀﾃｲﾚｺﾀﾞﾆ科SF
ﾎｿﾂｷﾉﾜﾀﾞ二
ﾏｯﾉｷﾀﾆ
ｷｭｳｼﾞｮｳｺﾊﾞﾈﾀﾞﾆ
ｺﾊﾞﾈﾀﾞﾆ科sp2
ｶﾌﾞﾄﾀﾞﾆﾓﾄキ
Euphthiracan｣sfbvoolatusAOKl,1980ｵｷｲﾚｺﾀﾞﾆ
HeminothruslongisetosusWlLLMANN,1926ｹﾅｶﾞｵﾆﾀﾞﾆ
AcanthobelbatoItuosaENAMletAOK1.1993ﾂﾘﾊﾞﾘｼﾞﾕｽﾞﾀﾞﾆ
SphodrocepheusmltratusAOKI,1967ﾔﾊｽﾞ ﾏﾝﾕｳﾀﾞ ﾆ
LiacarusorthogoniosAOKI,1959ﾂﾔﾀﾏｺﾞ ﾀﾞ ﾆ
Ceratoppiabipilis（HERMANN,1804）ﾘｷｼﾀﾞ ﾆ
DoIicher6maeuselongatusAOKl,1967
Lauropp旧neer1andica(OUDEMANS､1900）
ﾋｮｳﾀﾝｲｶﾀﾞﾆ
ｮｰﾛｯﾊﾟﾂﾌﾞﾀﾞ
Medioxyoppiaactirostrata(AOKI,1983）ｸﾁパｼﾂﾌﾞﾀﾞニ
XylobQtidae(H)sp､3ｼﾀﾞ ﾚｺｿﾃﾞ ﾀﾞ ﾆ科(H)sp,3
ChamobatospusilIus(BERLESE,1895）ﾏｷﾊﾞﾈﾀﾞﾆ
Tricho反alurnnanipponica（AOK'’1966）ﾁﾋﾞｹﾞﾌﾘｿﾃﾞﾀﾞニ
HypochthonieIlaminutissima（BERLESE,1904）ヒワﾀﾞﾆﾓﾄｰｷ
ｵｵｲﾚｺﾀﾞﾆ
ｧﾗﾒｲﾚｺﾀﾞﾆ
ﾁﾋﾞｺﾅﾀﾞﾆﾓﾄﾞｷ
ｶﾉｳﾆｵｳﾀﾞﾆ
ｴｿﾞﾋﾒｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾆ
ﾖﾂｸﾎﾞﾀﾞﾆ
ﾔﾏﾄｸﾓｽｹﾀﾞﾆ
ﾐﾂﾊﾞﾏﾙﾀﾏｺﾞﾀﾞ
ﾊﾅﾋﾞﾗｲﾌﾞｼﾀﾞﾆ
ﾖｽｼﾞｯﾌﾞﾀﾞﾆ
ﾔﾘｵﾄﾋﾒﾀﾞﾆ
1831
Phthirac田ussetosus（BANKS,1895）
AtroPacaruG(Atropacarus）striculus（C､L､KOCH
MaiaconothruspygmaeusAOKI,1969
HermanniakanoiAOKl，1959
BBlbBbarbataFUJlTAetFUJlKAWA1986
FosEerBmusquadnpertitUsGRANDJEAN,1965
EremobelbajaponicaAOK''1959
CuItroribuIatndentataAOK1,1965
CarabOdesbeIlusAOKl，1959
QUadroppiaqUadricarinata（MICHAEL,1885）
lscheloribateslanceoIatus.AOK|､1984
)sp・皇
ﾆｾｲﾚｺﾀﾞﾆ
ﾔﾏﾄｲﾚｺﾀﾞﾆ
ﾋﾒﾍｿｲﾚｺﾀﾞﾆ
ﾔﾏｻｷｵﾆﾀﾞﾆ
ｺﾅﾀﾞﾆﾓﾄﾞｷspP・
ﾊﾅﾋﾞﾗｵﾆﾀﾞﾆ
ﾂｷﾉﾜﾀﾞﾆ
ｻﾞﾗﾒﾆｵｳﾀﾞﾆ
ﾄﾞﾋﾞﾝﾀﾞﾆ
ﾜﾀｹﾞｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾆ
ﾖﾛｲｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾆ
ｾｽｼﾞｼｭｽﾞﾀﾞﾆ
ｴﾘﾅｼﾀﾞ二(A)sp.A
ﾏﾙﾀﾏｺﾞﾀﾞﾆ
ﾋﾒﾘｷｼﾀﾞﾆ
ﾋﾋﾞﾜﾚｲﾌﾞｼﾀﾞﾆ
ｶﾝﾑﾘｲｶﾀﾞﾆ
ﾔﾏﾄｵｵｲｶﾀﾞﾆ
ｶｺｲｸﾜｶﾞﾀﾀﾞﾆ
ｸﾜｶﾞﾀﾀﾞﾆ
ﾀﾓｳﾂﾌﾞﾀﾞﾆ
ﾅﾐﾂﾌﾞﾀﾞﾆ
ﾂﾌﾞﾀﾞﾆ(A)sp､11
ﾂﾌﾞ ﾀﾞ ﾆ科spp
ﾅｷﾞ ﾅﾀﾏﾀﾞ ﾆ
ﾏﾄﾞﾀﾞﾆ科spP、
ﾌｸﾛﾌﾘｿﾃﾞﾀﾞﾆ
ｺﾝﾎﾞｳｵﾄﾋﾒﾀﾞﾆ
ｼﾀﾞﾚｺｿﾃﾞﾀﾞﾆ科(｝
ｵｹｻｺﾊﾞﾈﾀﾞﾆ
ｴﾝﾏﾀ・二
Mesoplophora（Parplophora）japonicaAOKl,1970
PhthiracarusjaponicusAOK|‘1958
Rhysotntiaardua（C,LKOCH,1841）
Platynothrl』syamasakji(AOKI,1958）
Malaconothridaespp,
NothruEbiciliatuEC.L,KOCH,1841
NanhermanniaeIegantuIaBERLESE,1913
Hennanniagibba(C,LKOCH‘1839）
HGnnannieIlapunctuIataBERLESE‘1908
Epidamaeus什agilisENAMIetFUJIKAWA1989
TectodamaGusarmatusAOK1,1984
TectodamaeusstnatusENAMletAOKl,1988
Defectamerus(A)sp,A､
CultroribulaIataAOKI,1961
Ceratopplaquadridentata（HALLER,1882）
CarabodGsnmosuBAOKl,1959
Fi“icepheuscoronariusAOKl,1967
MegalotocepheusjaponicusAOK1.1965
TectocephGuselegansOHKUBO,1981
Tectocepheusvelatus（MICHAEL,1880）
Multioppia(MuItilanceoppia)brevipectinataSUZUKl,197畠
Oppiellanova（OUDEMANSo1902）
Oppia(A)sp､11
OppiidaeEpl
FIa唾osuctobelbanaglnata(AOKI,1961〉
Suctobelbidaespp・
NeoribatGsroubaIi（BERLESE,1910）
ScheloribatesIatipes（C､L,KOCH､1841：
XyIobatidae(H)sp､2
OcesobateskumadaiAOKl,1965
EupeIop6acromios（HERMANN,1804）
種類数
個体数
?〕?????????????
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441 28弓
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富山県東部の低地型ブナ林とササラダニ類
0.86ha/ha（21％）と0.74ha/ha（18％）であった。こ
のブナ林は照葉樹林要素のアカシデやアオハダ，ウラ
ジロガシを含み，種多様度が高く，基底面積も大きい
ことから低地型ブナ林と考えられる。
2．ササラダニ類について
1997年7月13日，内山および烏帽子林道のブナ林か
ら採集したササラダニ類の種類と個体数を表4に示し
た。内山ブナ林からは54種，733個体,烏帽子林道ブナ
林からは55種，577個体，計72種,1310個体のササラダ
ニ類が得られた。種類数，個体数ともに両ブナ林はよ
く似た値を示した。両ブナ林に共通して出現した種は
37種，Jaccardの共通係数二0.51でやはり類似性の高い
ことを示している。
平内（1997）は富山県内6地点の山地ブナ林（有峰
西谷1220m，瀬戸蔵山1280m，カルデラ松尾峠下
1470m，白木峰1550m，僧ケ岳1410m，朝日岳イブリ
山1305m）から計18の土壌資料を採集し，調査した結
果，145種類のササラダニ類を得た｡これらの山地ブナ
林と内山・烏帽子林道の低地ブナ林のササラダニ類の
種組成を比較してみると，山地ブナ林には出現せず，
低地ブナ林にのみ出現したのは表4中のI～Ⅲの17種
類で24％を占めている。中でも，コンボウイカダニ，
ツバサクワガタダニ，コブヒゲツブダニ，イゲタスネ
ナガダニは，青木（1983）や原田（1988）が暖温帯，
中部地方低地帯に分布の中心を持つ種としてあげてい
るササラダニ類である。個体数から見ても，ツバサク
ワガタダニは内山ブナ林の，コンボウイカダニは烏帽
子林道ブナ林のそれぞれ優占種となっている。これら
のことは，内山ブナ林や烏帽子林道ブナ林が，植生的
に照葉樹のウラジロガシやアカガシと混生していると
いう暖地性の特徴を持っていることに対応しており興
味深い。一方，県内の山地ブナ林と共通する種は表4
のⅣ～Ⅵの55種であるが，これらがすべてブナ林を特
徴づける種ではなく，むしろヒメヘソイレコダニ，ヒ
メリキシダニ，ヒビワレイブシダニ，ナミツブダニ，
コンボウオトヒメダニなど幅広い環境に出現する普遍
的な種が多い。しかし，ヒワダニモドキ，ヤマトイレ
コダニ，ツキノワダニ，ドビンダニ，ミツバマルタマ
ゴダニ，ツヤタマゴダニ，リキシダニ，ヨーロッパツ
ブダニ，オケサコバネダニなどは日本海側のブナ林に
結びつく種ではないかと注目されている。中でも，ヒ
ワダニモドキ，ヤマトイレコダニ，ツキノワダニ，ド
ビンダニ，ツヤタマゴダニの5種はこれまでの県内の
ブナ林からの採集で100％出現している種であり，これ
らの出現はブナ林としての特性も示唆していると考え
られる。今後，採集地および採集回数をさらに増やし
12
て検討したい。
カントウチビイレコダニ，コブヒゲツブダニ，サガ
ミツブダニ，コンボウマドダニ,クサビフリソデダニ，
カブトダニは富山県新記録である。
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